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検討 ぽ ，免疫 グ ロ ブ リ ソ （lgA，　 IgM，　 IgG） を
一

元 平板

免疫拡散法で
，

リ ソ パ 球 SubpopuIation を microplate

微量細胞算定法 で 測定 し，更 に PHA に 対す る リ ソ パ

球芽球化率 も あわ せ て測 定 した．体 液 性 免疫系で は免 疫

グ ロ ブ リ ソ の IgG が 妊娠後期 に や や低値 を示 す以外明

らか な 変化 は み られな か つ た が，細胞性免疫系で は，T

細胞比率 は 妊娠早期 に 著 し く低下 し，そ の 後妊娠経過 と

共 に 上 昇 し，妊娠 9 ヵ月 で 非妊群域 に な り，分娩前 の 10

ヵ 月で 再 び 低
一．
ドが 見 られ た．又，PHA 刺激 に よる リ ソ

パ 球芽球化率 で は 非妊群 よ り低値 で あつ た 妊娠中期 以降

に は 上昇傾 向を示 し，妊娠 10ヵ 月で は 非妊群 よ り高 い 比

率を示 した．又 妊娠 9 ヵ 月 の 妊婦血 清 を添加 した健康非

妊婦人 リソ パ 球 の 芽球化率 の 変化は添加 血清 の 濃度1，こ比

例 して 抑制作用 が 見 られ た．以上 よ り妊娠中 の 母体 の 細

胞性免疫能 は SP
， や 他の ホ ル モ ソ を始 め とす る 妊娠特

異物質 の 総合的な相乗作用 に よ つ て 抑制 され て い る事が

推定 され た．

　質問　　　　　　　　　　　 （山 口 大）加藤　　紘

　結論的 に い つ て SPユ は 妊娠 の 免疫能 に 影響 を 与 え て

い る と お 考え で し よ うか ．何 か 積極的 な デー
タ を お 持 ち

で した ら御教示下 さい ．

　回 答　　　　　　　　　　　（鳥取大）宇津　正 三

　今回 の 発表 で は ，SP
， 単独 の 作用ば 検討で きて お らず

妊娠母体血清 か らの 推定 の み で あ りま し た が，SP
， 単独

の 作用 に つ い て も現在検討中で あ りま す．

　 質 問 　　　　　　　　　　　 （岡 山大）江 口 　勝人

　 SP、 は 胎児発育 と関連があり，　 BPD や 子宮底長 とは

よ く相関す る が，胎盤重量や生下時体重と相関しな い の

は ど う考えた ら よ い で し よ うか ．

　回答　　　　　　　　　　　（鳥取大）宇津　正 三

　  SP
、 と胎盤重量 ，生

一
ド時体重 の γ 値が低 い の は ，

私達は 正常妊娠経過及 び 正常分娩 を とつ た 例 の み で 相関

を 検討 し た の と例数 が 少なか つ た事 な ど よ り γ 値は 低 く

な つ た と考えます ， 中毒症な どの 異常例 も含 め ます と も

う少 し良 い 相 関 が 得 られ た と考 え ま す．

　   SP1 値の グ ラ フ は serial 　 case で な く各月に お け

る 平均値 ±SD で あ りま す．

　 110．　 ヒ ト軟化頚部に分布す る コ ラーゲ ン タ イ プの 動

態

　　　　　　　　　　　　　　 （東邦大）平川 　　舜

　　　　　　　　　 （東京薬大 ・生化学）伊東　　晃

　 目的 ： ヒ ト子宮頚部 に お け る組織構築 の 主体をなす コ

ラ
ー

ゲ ン は ，物性的 に 剛性 と張力 に 対す る強 さを特徴 と

し，組織 の 支持性を強固 に す る線維 タ ン パ ク で あ る．分

娩時の 頚管開大過程 で は ， 頚 部組織の 伸展を 容易 とす る

コ ラーtf” ／ の 質的変換の うち ，
コ ラーゲ ン タ イ プ の 動態

が軟化機序解明 の 重要な 鍵 とな る 知見を え た．

　対象 ： ヒ ト非妊頚部 ， 分娩時軟化頚部．

　方法 ： 1）　 コ ラ
ー

ゲ ソ タ イ プ の 分画 ：細 YJ組織 を脱脂

脱 水，0・5M 酢酸紬 出 （酸可溶性 コ ラーゲ ソ ），さら に

沈殿物 を ペ プ シ ソ 消化後不溶画分 とペ プ シ ソ 可溶画分

に 分画，可溶画分 を対象 に 1・5M 　 NaCI 沈殿画分 （タ

イ プ H ），
2．5M 　NaCl 沈殿画分 （タ イ プ D を分離，2）

NaCl 沈殿画分を CM 　 cellulose 　 chromatography
，
　SDS−

polyacrylamide　disc　gel　electrophoresis お よび ア ミ ノ 酸

分析 に よ リタ イ プ の 同定 を 行つ た．3）不溶画分の タ イ プ

分画 は SDS−disc泳動後 densitometryに よつ た．

　成績 ： 1） 総 コ ラ
ー

ゲ ソ 量 （ヒ ド P キ シ プ ロ リ ソ ）

は，非妊頚部 8
，
500mgflOOmg ・dry　 w ±・

， 軟化頚部4805

と軟化時 1こ は 非妊時の 56．5％ に 減少す る．2） 非妊頚部

可溶画分 は52．1％ ， 不溶画分47．5％ ．軟化頚部の 可溶画

分93．9％ ， 不 溶画分6。O％ と後者 で は 可 溶化が著明に亢

進す る．3）　 ヒ ト頚部組織 コ ラ ーゲ ソ は タ イ プ L 皿 か

ら構成 さ れる．4） ペ プ シ ン 可溶性 コ ラ
ー

ゲ ソ の タ イ プ

1／Mratio は，非妊頚部2 ．03か ら 軟化頚部4 ．70rこ変化

する．5） 非妊頚部 の 47．5％ を 占め る不 溶 性 コ ラ ーゲ ソ

は す ぺ て タ イ プ 1か ら構成 され る．6） 可溶画分お よび

不溶 画 分 の タ イ プ 構成 比 よ り， 非妊頚部，軟化頚部 と も

に タ イ プ If 皿　ratio に 変化 は な く，妊孕現象成立後 に

タ イプ 1 の 可溶化が著明に 亢進する．

　独創点 ： 分娩時 に お け る 頚管 の 開大 を 円 滑 に 進行 させ

る コ ラーゲ ン を 主体 と した頚部組織媾築 因子の 組み換え

過程 で ，生化学的に は， コ ラ
ー

ゲ どの 可溶化，と くに 不

溶性 コ ラーゲ ン を 構成す る タ イ プ 1 の 可溶化が重要な意

味をもつ ．可溶化現象 と架橋構造の 変化が今後の 検討課

題で ある．

　 質問　　　　　　　　（中央鉄道病院）山本　幸彦

　 昨年の 本学会で，軟化頚部 で は コ ラ ゲ ナ
ーE 活性 が 高

ま る との 報告を さ れ ま した が，今回 の 成績 （Type　 I の

増量，Type 　 m の 減少）と の 関係 は い か がで し よ うか ？

さ らに コ ラ
ー

ゲ ン 生合成 との 関係 は ？

　 回答　　　　　　　　　　　 （東邦大） 平 州　　舜

　 IJ．［匚日先生 の 質間 ．l　 collagen 　type と collagenase 活

性 に つ い て

　 解答 ： 現在 の と こ ろ組織中の collagenase 活性 を 測

定す る 方法 と して，collagen 標準品 に 組織中 の native
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collagenase を作用 させ る 方法 と合成基質 を 用 い る 方法

が ある が，い ずれ も総 collagen に 対 す る もの で ，各

type を選択的 に 分解す る酵素 の assay 系 は 見出さ れ て

い な い ．し か し 妊娠 に よ る collagen の 可 溶 化 現 象 を理

解す る上 に ， 選択的 な collagen 分解酵素系を 見出 し，

そ の 測定法 を 開発す る こ とは 不 可 欠 の 課題で ある．

　質問 2 ：妊娠頚部 に お ける collagen の 合成系 は如何

　解答 ： こ の Stage に お け る collagen の 合成系が

actlvate さ れて い る か 否 か に つ い て は，前駆 物質の と り

込 み実験 な どを行つ て い ない の で 不 明だ が，今圃の 成績

か ら示唆され る事実は，非妊時，妊娠時を 問わ ず DNA か

ら mRNA の 転写 の レ ベ ル で は 差異 は な く， 翻訳後合成

された collagen が組織の伸展 に都合の よい分子構造に

組 み 換 え られ る過程が考 え られ る．具 体的に は collagen

の 可溶化すな わ ち，架橋構造 の 変化 と分解酵素の 活性化

が重要な意義を もつ もの と思わ れ る．

　質問　　　　　　　　　　　（九州大）滝　　
一
郎

　生化学的方法 お よび形態学的方法の unit 化は で ぎな

い か ？

　回 答　　　　　　　　　　　（東邦大）平川　　舜

　頚管開大 の 生理 機構を理解す る上 に 生化学的 ， 形態学

的方法 の unit 化 は ， 相互 の data の 情報交換 の 観点 か

らも重要な課題 で あるが，実際に は 至難 で ある． しか

し，colla ｛　en 　type と cQllagen 　fiberの interaCtiOnを

み る 方法 と し て は ，collagen が polypeptideで あ る こ

とか ら type 別 の 特異抗体を作 birnmunochernicalす な

わち 蛍光抗体法 に よ り label す る こ と か ら線維上 の

type の 局在を知 る こ とは 可能で ある．

　 111。 乎窟頚 部組織構築絮材 の 定 蟹 的 評 価
一・Mgcro −

＄pectro 　phatemetry 法 に よ る頚部 コ ラーゲ ン の 定釁

的評価法 につ い て一

　　　　　　　　 （東邦大）中野　昭男，平川　　舜

　　　　　　　　　　　　　 （同 。中検）長谷jil元治

　　　　　 （都立荏原病院）羽 里　幸彦，森本　敬 三

　 目的 ； 結合組織の 定量 に は ，現在 も主 とし て 生化学的

手法 が 適用 され て い るが
， 組織の 生理機構 を解開す る上

に，素材上 の 目標物質 の局在，分布状態 を 知 り，か つ こ

れ を定量 的 に 評価す る こ とは 不 可 欠 の 課題 で ある．今回

顕微分光測定法 （Microspectrophotometry以下 MSP と

省略）を 用 い，厚 さ8μ の 子宮頚部切片 か らコ ラ
ー

ゲ ン

を 定量評価し うる組織化学的手法を 開発し ， 非妊， 妊娠

各期に お け る頚部組織構築 と機能 の 推移に及 ぼす本素材

の 意義を あき らか に し，有用な知見 を え た．

　対象 ： ヒ ト非妊 時頚 部 ， 妊 卿 右頚 部．

　方法 ： 検体を 10％ホ ル マ リソ で 固定後，パ ラ フ ilン 包

埋 と し，Jung型 MiCrotome に て 8μ に 薄切，染 色 は

Van・Gies。 n −Hansen 改良法 Vこ よ つ た． それぞれ の 6 組

織切片 に つ い て ，　 （1）　最大吸光度波長特性，　（2）　同

時染色
．
ド各組織の 薄切厚 の 差 に よ る 吸光度是を 測定 し

，

Lambe ・t・Beer の 法劉 ： E − K （わ Cl （E ： 吸光度 K

（A）： 吸光係数，C ：濃度， 1 ： 厚 さ） へ の 適合性 を そ

れぞれ 検討 し た．

　成績 ： 1） Van −Gieson 染色 下 ， 各組織 コ ラ
ーゲ ソ の

最大吸光度波長特性は 563  で あ る．2） 薄切厚の 差

に よ る 同
一素材の 吸光度景 の 変化 は 1・ambert ・Beer の 法

則 を満足す る．3）　 1， 2 の 結果 か ら
一

定薄切厚の 吸光

度量 は 含有組織 ： ラ ーゲ ソ 量 （v！v ％） に 対応 し MSP

法 に よ る組織化学的定量 法 の 可 能性 を立証 し た．4）　以

上 の 墓礎条件 の もとに 非妊，妊娠各期頚都を 対象 と し て

計灘 した 結果，含有組織 コ ラ
ーゲ ン の 定量的評価法 と し

て有用な こ とを確認 した．

　独創点 ； 従来 至 難 と され た 組織中 の ゴ ラ
ーゲ ソ 線維 の

局在分布密度を定量的 に 評価 し うる MSP を用 い た 測

定法 を 開発し，最大吸光度波長特性，Lambert −Beer の

法則へ の 適合性 の 基礎条件をは じめ て設定した．本法 の

開発 は組織 の 生理機構を解明する上 に資す る と こ ろ 極 め

て 大 で あ る．

　11Z　 ラ ッ ト子宮頚線維構築に対す る薬剤の 熱化促進

作 用 に つ い て

　　　 （秋 田 大）

　　　　　　　斉藤　良治 ， 高橋　修三 ，真木　正 博

　1）　 目的 ； 薬剤の ラ ッ ト子宮頚熟化促進作用を子宮頚

線維構築像 へ の 影響か ら評価
．
す る こ とを目的とした．

　2） 方法 ： 宏勢 （30日） ならび に妊娠 18日雌ラ ッ トに

各種薬剤 を 1回 静注 した 後，もつ と もそ の 湿重 量 が増韻

し た 子宮頚 を 選 び．子宮頚線維構築 に 対す るそれ ら薬剤

の 熟化促進効果を1去勢な らび に 妊娠20日ラ ッ ト子宮頚 で

の 所 見 を 対照 と して 走査電顕像 か ら比較検討した．評価

に 際 して は ，我 々 が新た に 考案 した コ ラーゲ ソ 線維束 に

関す る ripening 　score
．
を 採用 して 検討を 行つ た。穀照

と し て 採用 した去勢な らび に妊宋 ラ ッ ト子宮頚 の scere

は ， それぞれ 1．6±2．5 （n ＝12），30．5± 1．4 （n＝1  ） で

あ る．

　3） 成續 ： 非妊表勢 ラ ッ トで は ，
1　，oooμ9　estrOgen ！rat

投与例 の score は ，　 E2 で 28．7±4．2 （n ・＝13），　 Es で

2＆ 5±3・0 （n ＝11），
4

，
000pag　DHA −S！rat 投与例 で 30．5
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